
（様式１） 

令和３年度 学力向上を図るための全体計画 

学校名 墨田区立菊川小学校 

校長名 柿沼 広美 

１ 本校の学力に関する状況赤は去年のまま 

（１）墨田区学習状況調査結果から（平均正答率は、別表参照） 

成  果 課  題 

① 国語の目標値を全ての学年及び教科で達成

することができた。 

② 全国の平均正答率を第 4学年の算数と社会、

第 4～6 学年の理科以外の全ての学年及び教

科で上回る結果となった。 

③ 学校全体の平均正答率が 3 年連続して全国

の平均正答率を上回ることができており、第

3学年の国語、第 5学年の算数は昨年度より

も平均正答率が上昇している。既習事項の解

説や区の推進する振り返りシートの活用を

行った成果である。 

① 第 4学年の社会・算数・理科が目標値を達成

することができていない。原因として、既習

事項の未習得が考えられる。今後は前学年ま

での学習を振り返る時間を作り、放課後学習

教室や宿題の出し方を工夫して対応してい

く。 

② 第 5、6 学年の理科の知識・技能において第

5学年 5.2ポイント第 6学年 1.2ポイント下

回る結果となった。基礎問題の数値は目標値

を上回っていることから、基礎的な知識・技

能を用いて取り組む発展的問題にも挑戦し

ていくよう指導をしていく必要がある。 

（２）意識調査結果から 

成  果 課  題 

・「タブレット端末やパソコンを使って学習する

と分かりやすい。」と言う質問では、第 4学年

から第６学年では、肯定的な回答が８割であ

った。 

・第６学年において「ノートの取り方について、

自分なりの工夫をしていますか」という質問

では、「工夫している」と回答している児童が

全国平均を７．７ポイント上回っている。教師

の板書だけではなく、自分で工夫してノート

を作成していることが分かる。昨年度の課題

であったノート指導について、学校として統

一した指導を行った結果、成果に表れている。 

・第 3・4学年において「家で授業の予習や、復

習をしていますか」という質問では、「だいた

いしている」と「ほとんどしない」に二極化し

ている。学力向上委員会を中心に家庭学習の

基準や内容、方法を検討し、実態を把握する必

要がある。 

・第５学年において「分からない言葉が出てき

たときは、辞典などを引いて調べていますか」

という質問では、「学校でも家でも調べてい

る」が全国平均を６．８ポイント下回ってい

る。分からないことをそのままにしている実

態がある。全学年で辞書などを活用し調べる

機会を授業の中で意図的に設定する必要があ

る。 
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（３）墨田区学習状況調査や意識調査以外から明らかになっている学習に関する状況 

成  果 課  題 

・学力調査を通して、日々の授業改善につなげ

ることができた。（系統性や既習事項の活用な

ど。） 

・昨年度課題として挙げられていた図書館司書・

図書ボランティアとの連携が今年度大変充実

することができている。「司書の先生による読

書感想文指導」や「図書ボランティアの方の読

み聞かせ動画」を実施したことで、児童の読書

への意識が高まっている。 

・担任の聞き取りやアイチェックの結果などか

ら、どの学年も自分の考えに自信をもって発

表できる児童が少ない。児童の実態に合った

課題を提示することや、スモールステップを

踏み、発達段階に応じた学習を進めていくこ

とで、自分の考えに自信をもてるようにする。 

・意見交流の方法や、デジタルツールの効果的

な活用法について、教員間で共通理解し、児童

がより多くの他者の考えに触れさせ、自分の

考えを深めることができるようにする。 

２ 本年度の学力向上に関する主な取組 

 

研究推進委員会・学力向上委員

会からコロナ禍における学習

規律及び学習環境の統一を進

めてきた。また生活指導・特別

支援委員会とも情報を共有し

て「児童にとってわかりやすい 

こと」を追求している。 

例１ 視覚的指示       例２ 共通した板書計画 

 

ロイロノートを使用し、学級全員の考えを共有することで、多様な考えに触れ、児童の考えを深め

ることにつながっている。音読の宿題では録音機能を使い、教師側が単元の読みの深まりを一人一人

把握することができている。また、タブレット教材「ミライシード」を学習後や宿題で取り組ませる

ことで、反復学習や学習内容の復習につながっている。家庭の事情や体調不良等で休んでいる児童に

は、リモートでつなぐことで、学習の遅れや孤立感を防ぐことができている。 

 

児童の自己肯定感や自己有能感を高めるため、「リーダーインミー」の取り組みをリーダーインミ

ー委員会が中心となり、４月から全学年で指導している。①自分で考えて行動する②ゴールを決めて

から始める③大事なことから今すぐに④自分も相手もみんながハッピー⑤わかってあげてからわか

ってもらう⑥力をあわせる⑦自分をみがくバランスが大事、を合い言葉に、児童が自ら学びに向かう

ように共通した指導、教育活動を展開している。 

３ 「令和４年度 墨田区学習状況調査」における目標 

 

 

 

 

・全学年全教科で全国の平均正答率を上回る結果を出す。 

・区学力調査と平行し、全国学力調査・都学力調査において今年度の課題を分析し、弱点となって

いる領域を校内で共有し重点指導する。 

・学力調査の対策だけでなく、日々の授業の改善に全教員で取り組む。学力がつく授業について教

員間でコミュニケーションを図りながら追究し、児童の学力向上を引き続き推進していく。 

 

（１）共通した指導体制 

（２）タブレットを活用した授業 

 

（３）校内研究の充実 

 


